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ご愛用の皆様へ 

このたびは、ガス炊飯器をお買い上げいただきま 

してありがとうござし、ます。 

♦ご使用の前に、この取扱説明書をおずお読み 
いたださ、を全に正しくお使いください。 

♦この取扱説明書の裏表紙び保証書になってい 
まず。内容をよくご確認のうえ、大切に保管 
して <ださい。 

♦本製品は業務用として作られています。一般家 
庭用には使用しないでください。 

♦使巧看び代わった場合には必ずこの取扱説明 
書を読んでいたださ、かつ指導してください。 

♦本製品は国内専用です。海かでは使用でさま 
せん。 

参取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの 
販売店または当な事業所に連絡して再購入し 
てください。 
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安全上のご注意(必ずお則ください) 


この取扱説明害および製品への表示では製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止するたゆにいろいろな絵表示をしています。 

その表示と意味は々のようになっています。向容をよく理辭してから本义をお読みください。 


A 危険 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が死亡、重傷を負う危お、また 
は义炎のを険が差し迫って生じることが想定される肉容を示しています。 

A 警告 

この表おを無視して、誤った取扱いをずると、人が死亡、重なを負ラ可能性、ま 
たは义おの可能性が想をされる巧容を示しています。 

么ミま意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性や物的損害 
のみの発生が想定される内容を示していまず。 


♦絵表示については次のよラな意巧があります。 


A 

この絵表示は、気をつけていただきたい「ま意峻起」内容 

爪発义を意 

です。 

离温ま意 

0 

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 

您)义瓣止题)接軸禁止 

③分解禁止 

巧 

この給表示は、必ず実行していただく「強制」内容でず。 



A 危険 


ガス漏れ時のご注意 


参ガス漏れの時は、义をつけたり電気器具①ス 
イッチの「入•切」、電源プラグの巧き差し、 
周迫の電話など使用しない。引义し沒発事故 
を起こすことがありまず。 



父気禁止 


♦万ーガス漏れに気付いた6 
①ずぐに使用をやめガスをを閱じる。 

③窓や戸を開けガスをかへ出ず。 

③故売店またはガス事業着，供給業者に連絡す 
る。 


〇 


必ず巧5 



♦設 垣について 

♦火災予防条例で定められています。必ず守ってください。距離び近いと火災の原因になります。また 
可燃性の壁にステンレス銅板などを直接張った場合でも可燃物と同様の距離び必要です。 

♦機器を設置した後、機器の周国の改造をしないでください。(例えば、機器を團ったり吊り戸棚をつけ 
る等）設置基準上問題となる場合びあり、また、不完全燃焼や火災の原因になる場合があります。 
♦台の下等熱気のこもるところに設置しないでください。不完全燃焼や、故障の原因になります。 


•周囲の壁などが木材の I 
ような可誦の場合 
.壁から 15 cm 社 J 
上方30〇171が上、 3を cm 化]: 

必邏してくださぃ。 


旧 cm が上 


巧燃物の壁か引日 cm ド/// 
な上離はない場合 ! II 

防熱板を壁に取り 3 cml&W 
付けてください。 

。-編 


諭上 IBcmlih 
^ I ^ 一 Qcm む上 


隙間をぁける- 




防熱板について 


--- D . 目麵似- 有害な変形のなぃょぅ 

ステンレス鋼板日.6麵が上浦強してください。 


販売業者る 


-例）08.04 (2008 年4月製造) 



( ガスの種おを^ 
V 確かめる ) 


形式の呼び 


>使用ガスについてのご ミ 主意 

•機器び使用ガス(使用ガスグループ)に適合していることを機 
器の銘板で確認してください。 

•表示しソ外のガスでは使用しないでください。不完全燃焼によ 
り一酸化炭素中毒になったり、爆発着义でやけどしたりする 
ことがありまず。また、故障の原因にもなります。 
♦転居されたとをにを、供給ガスの種類び銘板の表示と~致し 
ていることを、必ず確かめて<ださし、。 

※ガスの種類には都市ガス数種類と LP ガスとびあり、都市ガ 
スにはガス巧レープの区分びあります。 


機器の銘板は 
炊飯燃焼部に張って 
あ0ます。 


〈表示の巧容〉 


{女全のために必ず守つて <ださい。 































A 注意 


参ガス 事故防止 

ゴム管は如 3 mm (都市ガス用）、ク9.日 mm ( LP ガ 
ス用 • 都市ガス用）のガス用ゴム管(検査合格又 
は J にマークの入っているもの）を使用して < だ 
さい。及、ひび割れしたり、差し込み口びゆるん 
でいるとガス中毒やガス爆発の原因になります。 
傷んだゴム管は必ず取り替えてください。 


-ゴム管は、ゴム管口の赤線まで差し 
込みゴム管止めで確実に止めてくだ 




•炊飯ががの巧途には使用しないでください。 
過熱•異常燃焼による乂災などの原因になり 
ます。 


* か 































A 注意 


垂炊飯中、炊飯後は、炊飯レバー•点火レバー’ 
□乂レノ（一 政州ま高温になつていますので、 
手を触れないでくださし、やけどをすること 
びあります。特に幼風こはさね5せないよラ 
ごを意ください。 、八_ 




接诞禁止 



け城肿■は、排気口から高温の排気が出ますので、 
顔や手などを近づけないでください。また、炊 
飯直後にふたを開けると 一 

をの蒸気にをを意してく 
ださい。やけどをするこ 
とがあります。 . S のもみ7 


A 

高温注意 


を塵 


H ま用後は消乂を確かめ、お出かけ-おやずみ 
になるとさはガス栓を必ず閉じてください。 


〇磯 J 



♦ノてーナー部にしやもじなど可燃物び落ちてい 
ないか確認してください。炊飯中に燃え出し 
危険です。 


発义 注意 



♦お部屋の換気口 (給気口 •排気口）は、常に確保 
し、物などでみさびないでください。交、使用 
中は換気扇を回すなど 、11 < 

換気にごを意ください。 

又、 熱気びこちらない \ % h \ 
ような場所に設置して SjH 
ください。 — 



►感熱部•感熱部受けのお手入れはこま剧こ行つ 
てください。巧れていたり、炊飯かまとの間に 
異物びあると、センサー ^^ジブ\ 

び正常に働かないことが 
繼す。 


•点乂するときは、点火確認窓に顔を近づけ過 
ぎないようにしてくださし、やけどをずるおそ 


れがあ0ます。 





m 


>使用着び変わった場合には、必ずこの取扱説 
明書を読んでいたださ巧容をよ < 理解してか 
5お使い < ださい。 




■炊飯上のお願い 

參洗米び不十分ですと、ニオイ、黄パミやげ飯不良の原因となりますのでを意してください。 

♦お米を洗いすぎて米粒が割れルさくなったとき、また、ル米が大量に入ってまずと早切れすることがあ 
りますのでごを意 < ださい。 

♦続けて炊飯される場合、炊飯かまの內底を良く洗い機器が十分;令えてからが飯してください。洗い残しが 
あったり、十分に冷えてし、なし、と早切れしたりしてうまく炊き上びらないことがあります。 

参この炊飯器は白米専用に調整されております。 

♦かやくご飯や五目ご飯を炊飯される場合 

• お米の曇は最大炊飯量の50〜目〇〇/〇 (己0%が望ましし、）位にして炊し、てください。 

• 具を入れる前にお米を水力臟し浸養した後、炊く直前に具をお米の上にのせ、かきまぜないでください。 

. 具の種類や水加減によっては早切れしたり、吹き口まれしてうまく炊き上がらないことがあります。また 
炊き上びっても底に親: f 色びつきます。 

♦添加物烟等)、調味料(バター、ケチヤツ::^も含む)を入れて炊飯すると炊飯不良の原因になることが 
あります。 

参をち米を混ぜて炊飯した場合、ちち米の量によりラまく炊けないことがありますのでごを意<ださい。 


■無洗米を炊くときのポイント 

参がを加えた後、かき混ぜる 

無洗米は水を加えると米の表面に気泡びでさて、水び吸収されにくくなります。氷を加えた後、かるくか 
を混ぜるとお米の周りの気泡び取れ、かを吸収しやすくなります。 

参1〜2度すすぐ 

無洗米の種類によってはデンプン質び多いちのびありますので、そのまま炊飯すると炊飯不良の原因に 
なります。1〜2度すすいでにごりを少なくしてからの炊飯をお勧めします。 

炊飯量の多い場合は、特によくすすいでください。また、炊く前に糞の底から軽くがき混ぜてください。 
♦すすびずに炊飯するとさは米量を制限 
炊飯かまに表示してし)る米量までにしてください。 

(表示内容） 

炊飯器のタイプ 米量 

10リットルタイブ " Sk 邑まで （=4 升、 =7.2 リットル） 

8 U ットルタイブ••已 kg まで卜約瓦3升、=巨リットル） 

6 U ットルタイプ" ’ Akg まで（=約2.7升、 =4.8 リットル） 

♦お米をひたす 

浸透時間は一般の米と同じで夏場30分、を場6□分くらい必要です。 


気をつけていただをたいこと 


{な全のために必ず巧つてください。 

























厂1•巧用ガスを確認する^ 

参炊飯器の銘板に表示しているガスの種類とお 
宅のガスび一致しているかまず確かめてくだ 

さい。 戸 - X 

( ガスの種類を 
確かめる ノ 

型式の呼び(型式名） 

广ガスの種類およ びグループ大 」 

ガス消費量 

|- 德1~年月つ ぉょび製造畜号 YS 
製造業者名 

_製造年月を表をしています。 

例）08.04に008年4月製造） 

(2 .ガスを接続する ） 

■ガス接続 

♦ガス接続口搔はク1 3 mm (都市ガス用） 0 9.5 
mm (し戶ガス巧-都市ガス用）ホースエンドに 
なっています。 

参ゴム管はガス用ゴム管を用い、折れた0ねじ 
れたりしないよう、できるだけ短く （ 2 m が下 
で適当にゆとりを持たせる）また機器の下を通 
したり機器に軸れたりしないよラにしてお使 
い < ださい。 

参ゴム管はゴム管口の赤線まで差し込み、ゴム 
管止めで確実に止めてください。 

参ゴム管の継ぎたしおよび二又分岐は巧わない 
でください。 一 

0 

•ゴム管はガス用ゴム管を使用し、ビニール管 
は絶がに使用しないでください。（ビニール管 
は弾力性びなく熱にも弱いです。）またひび割 
れしたり、差し込み□びゆるんでいるゴム管は 
必ず取り替えてください。 

♦ヒューズコックをご使用の場合は、ガス種、ガ 
ス量に適したヒューズコックをお選びください。 


角•設置場所のを意 J 

♦安定した、落下物や風のむ配のなし、所 

棚の下など落下物の危険がある巧や、傾斜し 
た所、不安定な巧、風の当たる所では使用しな 
いでください。機器の上に落ちたちのび燃え 
て义災になったり風により作動不良の恐れび 
あります。 1111 A 


0 




>可燃物のない所 

機器の上やまわりには可燃性（力ーテン•紙 
ぶくろなど）や引义性（スプレー吿など）のを 
のは置かないでください。使用中に近くのを 
のび燃えて、义災になることびあります。 


0 



♦水や熱のかか5ない所 

水のかかる巧や湿気のある巧、他の熱源(調理 
器’焼物器等)の近くでは使用しないでください。 
機器の損傷や故障の原因になります。 



m 



0 


□ 


•換気のでキる戸斤 

お部屋の換気□(給気□•排気口）は常に確保 
し物などでふさびないでください。及、炊飯中 
は換気扇を回すなどして換気をしてください。 
及、熱気びこちらないような場所に設置して 
ください。 、ぃ* 



〇 


；••ダたゴ ' MS だも,；,^^^な。ぺも巧^〇»^ 


參湯沸器の下に設置しないでください。 
湯沸器び誤動作することびあります。 

一成ク 


fk 端 

[—(07 - 


0 



参幼巧の手の届かない巧 

幼児の手の届く所では使用しないでください。 
本体に觸れてやけどしたり、蒸気でやけどする 
恐れびあります。 


0 




)> 


参周囲の壁などが木材のような可燃物の場合 
壁から1日 cm が上、上方 30 cm が上、 

必ず離してください。 


3岛 cm な上 


15c 贿上 


〇 



15cm な上 


•可燃物の壁か 61 日 cm な上離せない場食 

防熱板を壁に取り付けてください。 


防熱板-- j-J 1 

oJdtl 


纖 旧。 部 I 


巧巧をおける 


Q 渉 


OcmitU: 


心 

ミだ 3cm な上 


M 板について 

鋼_ネ反日. 6 mm が上 

ステンレス籠日.自睡社ミ^^)ぉ!^強し 


4遥ゃ上方と間隔をとる 




■奮いになる前に 












ふた取っ手 


部のなまえ 



♦炊飯かま • ふたなどは中性洗剤で •消養のため炊飯かまを煮沸するとをは米のとぎ汁を8分目位 
洗った後、水洗いしきれいな布で 入れて煮沸してください。ご飯もこびりつきにくくなります。 

十分に水気をみきとってください。 -水質によっては炊飯かまの內面び黒っぽく変色することび 

ありますび、全く書はあ0ません。 

♦炊飯政かの使い方をした場合（たとえば、食品の煮沸消毒に 
使ったり、蒸し器として使った場合など）、巧飯かまの内面 
が黒っぽ < なります。 


□ 


1. お米を正し < 計る。 

2. お米を洗う。 

参たっぷりのかで手早く十かに巧う。 

洗い足りないと、ニオイ • 黄バ5や炊飯不良の 
原因になります。 

参泡なて器を使わないでください。 

♦洗米機に長時間かけると割れ米びをくなり、炊飯 
不良の原因にな0ます。 

水圧式では、約3かび目をです。但し、水圧の 
違いで時間は変化します。 

♦気圧、水質、水温、米の種類、古米等の条件に 
よ0、炊飯能力び変わることびあります。最大 
炊飯量でうまくご飯び炊けない場合は8割程度 
の炊飯量をおすすめします。 


參ホの臟表(魏) 


1升=1.已 k 呂 =1.8 6 「2.46 =2.001<呂 =約 1.3 升 
け呂 =1.2 e = 6.7 合3.日 e =2.50 kg = 約 1.7 升 

16= 0.83 kg =己.6合 3.6 e =3.00 k 旨= 2.日升 


4.0 =3.33 kg = 
6.06 =5.00 kg = 
9.06=7万01<呂= 
10.06 =8.33 kg = 


約 2.2 巧 



3. 水加減 


♦炊飯かぎの水位目盛は標準のか加減です。お米 
の種類やお好みに合わせて水加減してください。 
•水加減後3□分〜1時間位水につけておをまずと 
十分水分を吸収しなのないおいしい ご飯び炊き 
あびります。 

-夏場30分-を場1時間位び適正です。 


添加物（油等）、調昧料（バター、ケチャップ等 
を含む）や具び巧搬するとラまくげけない原因と 
なるのでかをまぜずすぐに炊飯してください。 



4- かわくをが旗燃焼部に正しくのせて、炊飯かまをかねくに 
セットし、ふたをしまず。 

参がわくび炊飯燃焼部よりズレてセットされた場合、または炊飯びまびがねくにさちんとのつてい 
なくて傾斜して浮いている場合は、あらためて正しくセットしなおしてください。 I 

♦炊飯かまの底についた水や異物が立消え安全装置やノ くーナーについて、点火不良およびノ くーナー I 

目づまり燃焼不良の原因になりますのできれいにみきとつてください。 S 


















巧飯方法掀飯) 


m m 


♦点义レバー、口义レバー、炊飯レバーびすべて「閉」の位置 
(上部)にあることを確かめてからガス栓、器具栓 (RR-30SH- 
SK.40SK •己 OSH. sk には巧りません）を厚！し、てくだ'さし、 

TL 口义バーナーの点义 

/- - — 

♦点火レバーを下へ「カチッ」と音がするまでゆっくり巧 
し下げて、そのまま数秘間(已砂政上)待ってください。 
参手をはなしてち□义バーナーに点火していることを点 
火確認窓か！3確かめてください。 

点火 レバー だけびもとの位置にもどり、口义 レバーは セ 
ットされたままです。 , 

f ※点乂レバーか S 手を離したときに火び消えた場合 
は、押し下げ時間の不足です。をラー度同じ操作 
を繰り返し、点义レバーを押している時間を前回 

より長くして、ゆっくり手をはなしてください。 

\_ _ ___ ^ 

2•メーンバーナーの点义 

参口义バーナーに点火したことを確かめた上で、ち側の 
炊飯レバーを押し下げると、メーンバーナーに点义し、 
炊飯をはじめます。このとを、必ずメーンバーナーの 
点义を確認して < ださい。 

•巧飯中は、口义バーナー巧消さないでください。 

f 炊飯レバーを巧し下げた際、手を離しますと途中まで炊 
飯レバーがをどりますび、セットはされていまず。 

•万ー メーン パ‘ー ナー に点义しなかったり、炊飯途中で 
义を消すとさは、炊飯レバーを r カチッ」と音びするま 
で強く引き上げてください。_ 

1※点义の順序を逆にしますと点义はできませんので 
点义レ/ (—を巧さずに無理に•炊飯レノて一を押さな 
いでください。ご使用中などに燃えかたびおかし 
いときは、一旦消火した後、バーナーの点検をし 
てください。八'—ナーの炎□にほこりびつまった 
り、煮こぼれ汁がついたりすることびありますの 
で、バーナーび冷えてから炎口の掃除をし、をラ 
一度点义してください。 

なお、ご不審な場合は、お買い上げの販売店か' 
当社事業所に連隨して <ださい。 



器具控「開」を示しまず 


田点乂で 
レバー 



.回炊飯 
レ八一 


m 点火 
レル 



医]炊飯 


□义レバー 


身 令^ 薩 

m 競-- 



田点义、 
レバ— 


◎炊飯 
レバー 


-□义レバー 

イお願口)- S 

炊韻中は、□义 
パーナー を;‘肖さ 
なしでください。 


田点义〜 
レノく一 


口义レバー 



の 


3.自動的に消义しまず< 


♦炊飯び終わるとメーンパ‘ーナーは自動的に消义し、巧 
飯レバーはをとの位置にもどります。 


※むらし中は、□义バーナーを絶巧に消さないでください C 


4-ご飯をむ6しまず。 

参消义してすぐにふたをとりますと、おいしいご飯に 
なりません。消火してから必ず15〜2日分程度むら 
して < ださい。 

♦むらし中は、□火バーナーを消さないで<ださい。 
♦むらし終了後、ご飯をよくほぐし、□火レバーを上 
に引き上げて、□乂バーナーを消义してください。 
□火レバーをそのままにすると、ご飯びこげること 
びあ0ます。 

参ご飯をほぐすときは、ご飯全体をむらなくかき回し 
てを分な水分(湯気)を放出して < ださい。 


5•使用を 


> 口义レバーを上に引さ上げて、口义バーナーを消乂し、 
ガス栓、器具栓 （RR-30SH ‘ SK . 40SK • 50SH 
SK にはありません）を閉じてください。^ 


dl 点义、 
レバー 


□火'レバー 



回巧飯 


田点义〜 
レバ¬ 


口 乂レバー 


運暴調喷 



回炊飯 
/レバ— 




{が/。 

广‘ 



感 



器具栓[閉 J を示しまず 


>この機器の空気調節は固定式のため、調節の必要はあり 
まはん。そのままお使いください。 

© # (D 

炊飯中や炊飯直後は、ふた、巧飯かま、巧飯かま取っ手、がわ <、炊飯燃焼部 
は、离温になっていますので、取り扱いには十分ごを意ください。 


旧 







とかたづけとお手入れ 



--\機器本化には安全に関ずるを意ラベルび張ってありまず。巧れたり、読めなくなったとをには、 

^nsi やわらかい巧などでミちれを拭をとってください。また、お手入れの際には、はがれないよラごを 

) 意ください。はがれたり、読めなくなった場合は、お買い上げの販売店または当な事業所で新し 
-いラベルを再購入のラえ、張り替えてください。 


參プラスチック•印刷’塗装面ほうろラのお手乂 
れには酸性•アルカリ性の洗剤、アルコール’ 
シンナー•金属たわし、ナイロンたわし、クレン 
ザー(みびき微などは使わないでください。 


参擊 

金属たわしナイロン 
I 技性、 たね レ 
I アルカリ性洗刑 


0 


修理技術者がの人は、絶 
巧に分解したり、修理、巧 
造は巧わないでください。 
火災•ガス漏れの恐れや異 
常動作してけびをすること 
があります。 




分解禁止 


♦巧飯燃焼部 

巧飯受け皿が巧れたとさは、水洗いして< 
ださい。その後、乾いた布でか気をとつて 
ください。炊飯燃焼部には、安全装置が組 
み込まれていますのでめらさないでください。 



♦立消えまを装置 


やわ5かな布などでミちれをふきとつてくだ 
さい。ミちれていたり、位置び変わると点义 
しに<<なります。固いちのをぶつけたご 
して位置を動かさないよラにしてください。 



•がわく 

水洗いします。巧れのとれにくいとさは、 
中性洗剤で洗って、その後、乾いた巧で水 
気をとってください。金属タワシなどで強 
く洗いますと、ほラろラびいたみますので 
ごミま意 < ださい。 



トナー • 感熱部 

バーナー炎□びつまつているとをはけびを 
しないよラに手袋などはめて針金などでと 
り除いてください。感熱部の汚れがこびり 
ついて取れないとさは極細目のサンドペー 
パー（目のあらさ4 0日番程度）で表面に傷 
びつかない程度に軽くこすつてください。 



使用方法 


巧 









ガス接続口- 


〔単位： mm 〕 


が暗 • 異常の見分け方と処置方法 


>ご使用中にふだんと違った状態になったとさや 
不 I 陷び生じたときは、そのままお使いにならず、 
ただちに使用を中止して十分な点検をお願いし 
ます。 


A 警告 


-使用中に異常を感じたとき 

(1) すぐ使用を中止する 

(2) あわてずガスネ全を閉める 



点义しない 
点义しに<い 
使巧中に消义した 

1 . ガス栓•器具桂び全開になっていない ==>全開にする 

2. 機器セット不良 づ正しくセットする 

3. ゴム管の折れ巧びり.つぶれ づ折れ•巧びじを直す 

4. 点乂操作び適切でない =54甲し時間を長くする 

5. LP ガスびなくな！3かけている 為新しいボンベに交換する 

目.ヒューズコック作動 =>ガス栓を1度閉にして開にする 

炎が安定しない 
黄炎で燃无る 
異常音をたてて燃文る 

1. ；(-ナー炎口づまり 与が口づぎりを掃除する 

2. LP ガスびなくなりかけている づ新しいボンベに交換する 

ご飯びうまく炊けない 
• 自動消义しない 
. 早切れする 
•ぶさこぼれげ多い 
• ご飯びこげる 
• 炊をむらがある 

1. 機器げ傾いている づ正しく設置する 

2. 機器セット不良 与正しくセットする 

3. 感熱部.感熱部受けの巧れ • 異物付着 づ巧れ•異物を取り除く 

4. 水加減不良 づ正しく水加減する 

已.ミホ米不良 与正しくホ米する 

6. ご飯をほぐしていない.むらしていない 為ほ〜2日分むらし歡よくほぐす 

7. ライスネット使用時ライスネットの吕づまりづライスネットをよく洗う 

瓦ゴム管の巧れ づ巧れ•巧び0を直す 

9. ヒューズコックの作動 与ガス栓を1度開にして開にする 

ガスのにおいびする 

ガスゴム管のひび割れ.巧あき づガスゴム管を交換する 

ふをこぼれや風などで 
がび消えたとを 

(巧烦中に口义レバーを 
上げてを同じです） 

V 

ま全のため立消え安全装置び働き、自動的にガスび止まります。 

消义に気づいたときは、すぐ全てのレバーを r 止」にしてください。 

再点义ずると动ま、周囲にガスびなくなってから点义操作してくだごい。 

-J 


m 上のことをお調べの上、なお異常のあるときは、ご自分で修理なさらないで、 
お買し、上げの販売店か、当社事業前こ修理を依頼してくださし、。 
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仕様 


保管とアフターサービス 


■仕様 


型式の呼び 

RR -30 S 1 

RR -30 SH 

RR -30 SK 

RR -30 S 1 .A 




RR -50 S 1 

RR .50 SH 

RR -50 SK 

型式名 

RR -30 S 1 

RR -30 SH 

RR -30 SK 

RR -30 S 1 -A 




RR -50 S 1 

RR -50 SH 

RR -50 SK 

器具栓の有無 

有 

無 

有 

有 

tfnt 

ち 

無 

炊飯 量 G (升） 

2.8 (1.1) 〜日 .0(3.3) 

3.0 (1.6) 

〜 8.0 (4.5) 

4.日 （2.2) 〜 10.0 (5.6) 

外形 

寸法 

( mm ) 

幅 

450 

525 

己2已 

奥行 

421 

481 

4扫] 

高さ 

407.5 

408 

434 

質量 ( Kg ) 

12.己 

14.5 

15.5 

ガス 

接続 

都市ガス 

01 3 mm ゴム管 

0 9.5 mm 
ゴム 管 

01 3 mm ゴム管 

LP ガス 

を9.已 mm ゴム管 

- 

み9.己 mm ゴム管 

自動げ飯 システム 磯 
との 接続 

不可 

巧 

柯 

不可 

可 

不可 

可 

ま金装置 

立消えを全装置 

点乂方式 

圧電点乂式 J 


■個別ガス消費量 (1 時間当りのガス消費量： kW ) 


\\型式の呼び 

使用ガス \ 

RR -30 S 1 

RR -30 SH 

RR -30 SK 

RR -30 S 1 -A 

RR -30 S 1 -B 

RR 40 S 1 

RR 40 SK 

RR -50 S 1 

RR -50 SH 

-V 

RR -50 SK 

LP ガス 

已.已4 

6.40 

— 

9.34 

10.3 

9.34 


13 A 


己.己2 


6.40 

己.52 

9.30 

1 1.0 

9.30 


12 A 


5.17 


己.99 

已 .17 

8.6 日 

10.3 

呂 .6 巨 


6 A 

己.81 

6.45 

— 

9.53 

1 1.2 

9.53 


6 B 


5.81 


目.57 

— 

9.71 

1 1.3 

9.71 


7 C 


6.10 


6.80 

— 

9.88 

1 1.6 

9.88 

都市 

6 C 

己.64 

目.28 

— 

9.30 

10.8 

9.3 日 

ガス 

己 A 


己.81 


6.4 己 

— 

9.30 

10.9 

9.30 


己巨 


5.76 


6.40 

一 

9.24 

10.8 

9.24 


己 C 

已 .64 

6.40 

- 

9.30 

1 1.0 

9.30 


己 AN 

己.58 

6.40 

— 

9.30 

10.9 

9.30 


4 A 


己.35 


6.34 

- 

8.78 

9.88 

8.78 


4巨 


5.41 


6.40 

- 

8.90 

10.0 

8.90 


4 C 

己.70 

6.69 

- 

9.30 

10.5 

目.30 


※仕様は改良のため予告なく変更することがあ0ます。 


m 


♦保管（長期間使用しない場合） 

各部の汚れを取り瞬を、十分に乾燥してからほこりなどの異物び入らないよラにビニールに包み、 
お求めになったとさのパッキングケースに入れ湿気やほこりのかないところへ保管してください。 
特にガス通路部分（ゴム管口など）には、ほこりび入ってガス通路をつまらせないようにしてく 
ださい。 

♦ア フターヴー ビスにごいて 
■サービス（点巧-修理など）を巧頼をれる前に 

•15 ページの「故障•異常の見分け方と処置方法」の項を見てちラー度ご確認 <ださい。 

確認のうえそれでち不具合びある、あるいはご不明な場合は、ご自分で修理なさらないで、必ず 
ガス栓を閉じ、お買い上げの販売店か、当社事業所にご連絡<ださい。 

参アフターサービスをお申しつけの際は、次のことをお知らせ<ださい。 

①品名.ガスの種類 ④ご住巧-お名前-電話番号-道順 

⑤形式の呼び.(銘板表示のもの） ⑥訪問ご希望曰 

③故障または異常の内容（でさるだけ詳し <) 

■乾居をれる場合 

♦ガスには都市ガス数種類及びし P ガスの区分びあります。 


_ 口 _ 

ガスの種類（ガスグループ）が異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調磬が必要となりまずので、 
乾居巧のガスの種類を確認のうえ、範居巧のもよりのガス事業者にご相談ください。 


♦転居にとおなラ調整や改造に要する費用は、有料となります。 

■保証に::)いて 

参裏表紙び保証書になっています。 

参当社は保証書に記載してあるよラに、機器の販売後、機器に故障びある場合、一定条件のもとに、 
無料修理に応ずることを約まいたします。（詳細は保証書をご覧ください。） 

♦必ず、「販売店•お貫い上げ曰」などの記入をお確かめになり、保証書の内容をよくお読みくだ 
さい。 

保証書を紛失されますと保障期間内であってを修理費をいただく場合びあります。 

■ア フターサービス などの連絡先 

♦お買い上げの販売店か、フ u — ダイヤルにご連絡ください。 

(別添の「連絡先一覧表」を参照してください。） 


■お客様の個人情報の取り扱いについて 固 

♦当社は、お客様よりお知5せいただいたお客様のお名前•ご住所•電話番号などの個人情報をサ ー ? 

ビス活動および安全点検活動のために利用させていただく場合びございますのでご了承<ださい。と 
♦当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に雲託する場合、法令に基づく業務の履行または、^ 
権限の行使のために必要な場合、その他正当な理由びある場合を除き、当社政がの第王者に個人情 la 
報を開示-提供はいたしません。 


リンナイフリーダイヤル 
困01呂 0-054321 J 


m 








































































保証書 



この製品は厳密なる品質管理および横畜を経てお届けしたものでず。 

本書は、お客様の正常な使用状態において万一故障した場合に本藍己載内容で無料修理を行うこ 
とをお約束ずるものです。 

記 

1. 保証期間はお買い上げの曰から1年間とし、機器本体を対象としまず。 

保証期間中故障び発生した場合は、本雷をご提巧の上、お買し''上げの販売店に修理をご巧頼ください。 

ただし.消耗部品は、な証の巧象ではありません。 

2. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

3ご贈答品などで本保証誓に記入してあるお買し)上げの販売店に修理びご巧頼でをなし、場合には、別流の『連艳尉 
—黄表をご監の上、当社事業所にご連絡<ださい。 

4. 本保証書は、再発巧いたしませんので大切に保巧してください。 

己.無料修理についての規定は下記をごおください。 


無料修理規定 


1. 耽媽細^曹本体貼がラべレなどのを意書に化った正常な 
使用状態で故障した場合口んお質い上げの贩売店または 
をよ日の弊社堀□び無料いたしまず。 

2. 保罰期間巧に故障して瓶料修理を受ける場合は、お！ 

げの販売店にごが瀬の上' 出骑誕に隙して本誓をご！ 
ください。なお、離島および離島に準ずる遠隔地への 出'! 
修理を;5った場合には、出張に藍ずる実费を申し受けお 

3. 保訝期間内でわなの場合には有料胃にな0ます。 

(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障およ 
7甲傷 

(□) お買い上げ徵巧の移動、落下などによる故障 
およびお 

り。 が也づ(妄パ^搜\^、 その他の天が地変、公害や 
むる故障 巧 成 損语。 

' _が 
傷 

《ホ）本書の提おびなし嗎さ。 

本誓にお買い上 I ず年ち日、 貞^6 をの記入がない場合あ 
るいは字ち]を書を替えられ た^ 或 
:卜)\ 指ちがの燃料、使用里源(里圧) み!^ による故障および 
3傷 

(デ \ などにぶる熱 里 変更に伴な ちが i . 調整の場合。 

お 買し® および販売店を 


，、てのみ有効でず。 

-"Warranty > vlelicl only in Japan. 

度) 保記誓は本害 反ちした 期間、条件のちとにおいて 
無料修理をお約束す 苗ち) 巧です。 従ってこの保証富によ 
って巧話書を発行して \ 巧)！ （保記責任ち)、およびそれ 
がかの事業者に対する 治 の法律上の権和を制限ずる 
おのではありません。 保^ II 経過をの修理などについ 
てご不明の場合は、お胃し み 进? 版売店または別添の「連 
、絡先」一ち表をごおの上.当 ホ 事#! 所にお問い合わせ<だ 
ル、。 


ぉ買 か 日 

月 曰 

販売 \ 馬 

ク 

扱 


住 啼\ 


者 


電話番 与^^ 

_ 

印 



お 

この概 I 書をお受取りになるときにお買し化げ日、販売店名、扱を巧び記入してあることを確認してください。 


y シ f イ株式会社 

干 454-0802 ち古屋市中川区福住巧2番26号 
TEL 代表日日2 (361 )8211 







0 IJ ン t イ株式会社 











































